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  任天堂 switch 体験会    
 

今回は、参加者全員で任天堂 switch を使い、ボーリング 

大会を開催しました！ 

ストライクやスペアのたびに、自然とハイタッチ             ！ 

大いに盛り上がりました!(^^)! 

本人交流会で感想を伺うと、「初めてやったけど楽しめた」や 

「妻に勝ててうれしい！」と好評でした。 

今後、若者とのコラボ企画などのコミュニケーションツールとして 

活用できたらと、みんなで話をしました。 
 

  認知症サポーター養成講座で、何を伝える？    
 
今回は、昨年度秋に改訂された認知症サポーター養成講座標準テキストに沿った副教材について、おれんじ 

サロンのメンバーも含めたワーキングチームで話し合いました。 
  
様々な意見がだされ、活発な議論ができました。 

次回では、小学生を対象とした認知症サポーター養成講座について検討する予定です。 

今回のワーキングで作成した副教材は、キャラバン・メイトが認知症サポーター養成講座で使用できるようパワー

ポイントとして整えて、長寿すこやかセンターホームページで案内する予定です。 

 

 

 

【お問い合わせ】 京都市長寿すこやかセンター 電話（０７５）３５４－８７４１ 

 

次回は令和６年6月 12日(水)午後２時～開催 

参加希望の方は下記までご連絡ください 

【FacebookページのQRコード】 

令和６年度 

 

 
認知症をわがこととして 

考えるには・・・ 

 
空白時間が生じる要因のひとつに、 

専門職の支援の仕方があるのでは・・・ 

 
どう伝えると偏見フィルターがかからずに、 

認知症を理解してもらえるのか・・・ 

 なぜ認知症を学ぶのか・・・ 

＼どう伝える？  ／ 


